
 

 

 

 

 

 

 

寄付金速報 ― 2015-16 年度寄付金は 15 億円超 ― 
2015-16 年度の寄付額は約 15 億 7,700 万円でした。前年度と比べて 11.5％増（普通寄付金 0.6％

増、特別寄付金 16.1％増）、約 1億 6,300 万円の増加となりました。2003 年度以来、寄付総額が 12

年振りに 15 億円を超え、また個人平均寄付額は統計を取り始めた 1982 年度以降過去最高額の

17,779 円となりました。会員皆様のご支援に深く感謝申し上げます。引き続き、新年度もご協力賜

りますようよろしくお願いいたします。 

個人平均寄付額 TOP３ 
１ 第 2760 地区：44,399 円 ２ 第 2590 地区：29,519 円 ３ 第 2770 地区：26,870 円 
個人平均寄付額の前年度比伸び率 TOP３ 
１ 第 2760 地区：213.3% ２ 第 2750 地区：137.2% ３ 第 2800 地区：121.4% 

海外 7 つ目！スリランカに米山学友会が誕生 
海外 7 つ目となる、スリランカ米山学友会の創立総会が 6 月 25 日、コロンボ市内のホテルで開

催されました。学友約 30 人のほか、創立に尽力した第 2530 地区（福島県）や第 2700 地区（福岡

県・佐賀県・長崎県）のロータリアンも多数日本から駆けつけました。菅沼健一在スリランカ日本

大使や現地のガバナー夫妻、当会の小沢一彦理事長も出席し、総勢 100 人を超える盛会に。ラビン

ドラン国際ロータリー会長（当時）からは温かな祝辞が寄せられました。 

創立会長のラクナース・ガマゲさん（1993-95

／宇部西ＲＣ）は「会員は皆、米山の精神をも

って国の発展や日本との友情に尽力しているが、

一緒になることでより強く活動を広げていけ

る」とあいさつ。日本の地区と協同で行う奉仕

活動も計画されており、スリランカ米山学友会

の今後の活躍が期待されます。 
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第 2750 地区に米山学友会が創立！ 
6 月 11 日、国内の学友会としては 33 番目となる第 2750 地区（東京）米山学友会の設立総会が都

内で開催され、学友・奨学生 24 人のほか、ロータリアンら計 44 人が出席しました。 

初代会長には金英奎さん（中国／2011-12／横浜都筑ＲＣ）、副会長にはラジュ・バジュラチャル

ヤさん（ネパール／2008-09／八日市南ＲＣ）と

チンダー・ローカムサイさん（ラオス／2012-13

／小倉西ＲＣ）、ほか、幹事・会計・理事・監事

が選任され、金会長は、「2750 地区米山学友会に

来れば、学友も奨学生もロータリアンも心が温か

くなり、より前向きな気持ちになるものを持ち帰

れる場にしていきたい」と、抱負を語りました。 

熊本地震に学友からの支援が続々（２） 
熊本大地震から 3 ヶ月が経ちました。学友たちの支援活動の続報をお

届けします。 

都内在住のヤップチーエンさん（マレーシア／2011-13／有田南ＲＣ）

は、5 月 12～17 日、単身で熊本へ行き、テント泊をしながら、散乱し

た家の片付けや炊き出しなどのボランティア活動を行いました。また、

ＳＮＳを利用して募金を呼び掛け、食物繊維不足に悩む約 100 人の高齢

者の方々に干し果物やゼリーを現地調達し避難所へ届けました。最終日

には熊本東ＲＣの例会に参加して、被災地での活動報告をしました。 

関西米山学友会では、ソウル国際大会期間中に開催した 5 月 28 日の

「学友合同懇親会」会場で、参加者に熊本地震への募金を呼び掛けまし

た。寄付者にはかわいいオリジナルバッジが渡され、多くの参加者が募

金に協力しました。また、7月 3日の学友会総会でも再び募金を呼び掛

け、集まった義援金合計約 21 万円を今後、熊本に届ける予定です。 

7 月 3 日には、岡山に住むアルチャナ・シュレスタ・ジョシさん（ネ

パール／2001-02／鈴鹿西ＲＣ）が、認定ＮＰＯ法人ＡＭＤＡの一員と

して益城町を訪れ、広安小学校の体育館に避難している方々や七夕祭り

に参加した約 300 人に丸いネパール餃子をふるまいました。 
 

モンゴル米山学友会総会が開催されました 
2014 年に設立されたモンゴル学友会の 3 回目の総会が 6 月 11

日、ウランバートル市内で開催され、約 30 人の学友のほか、第 3450

地区ガバナーエレクトやモンゴル帰国留学生会事務局長などゲス

トが参加しました。 

総会では活動報告のほか、次年度の事業計画、新年度からの役

員が紹介されました。同学友会では、その一年間に最も活躍した

学友へ「最優秀会員賞」を贈っています。今年は、モンゴル赤十字社に勤めるデルゲルマー・アル

ザフグイさんと、4 月から再来日し国際医療福祉大学博士課程で学ぶアリョーナ・ツェーソドロル

ツォーさんが受賞。また、総会後の懇親会ではサプライズダンスのほか、来年アトランタで開催さ

れるロータリー国際大会への参加チケットの抽選があり、2人の学友が当選して羨望を集めました。 


